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現
在
の
学
会
で
は
、
柳
田
は
伝
承
資
料
と
し
て
の
芸
能
に
対
し
て
、
す
な
わ
ち
民
俗
芸
能
研
究
に
否

定
的
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
大
方
の
理
解
で
あ
る
。

　

各
地
に
伝
承
さ
れ
る
歌
謡
・
舞
踊
・
芝
居
等
の
芸
能
、
い
わ
ゆ
る
民
俗
芸
能
が
、
民
俗
学
の
研
究
対

象
と
し
て
立
ち
あ
が
って
く
る
の
は
、
大
正
末
〜
昭
和
初
期
の
頃
（
一九
三
〇
頃
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
は

じ
め
の
こ
ろ
柳
田
國
男
も
関
わ
り
も
ち
、
民
間
伝
承
資
料
と
し
て
の
芸
能
と
そ
の
研
究
に
関
心
と
期
待

を
抱
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
戦
前
・
戦
後
に
民
俗
芸
能
研
究
は
、
本
田
安
次
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
に
よ
り
急
速
な

深
化
・
進
展
を
遂
げ
る
。
そ
の
研
究
は
、
演
劇
学
（
論
）
の
影
響
を
多
分
に
受
け
た
も
の
で
、
必
ず
し

も
柳
田
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

柳
田
の
民
俗
芸
能
に
関
わ
る
著
作
と
し
て
は
、
祭
祀
の
中
で
の
芸
能
の
役
割
や
機
能
を
解
析
し
た
『
日

本
の
祭
』〔
昭
和
十
七
年
〈
一九
四
二
〉〕
や
、
民
間
の
宗
教
者
・
芸
能
者
に
注
目
し
た
「
妹
の
力
」「
巫

女
考
」「
毛
坊
主
考
」「
俗
聖
沿
革
史
」
等
が
あ
り
、
芸
能
研
究
の
上
で
も
重
要
か
つ
多
く
の
著
述
を

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
柳
田
の
芸
能
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
や
は
り
民
俗
芸
能
研
究
の
上
で
大
き

な
著
述
を
行
っ
た
折
口
信
夫
の
仕
事
と
比
較
し
つつ
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
現
在
の
都
市

化
す
る
民
間
で
の
芸
能
を
対
象
と
す
る
、
民
俗
学
的
な
方
法
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
柳
田
國
男
・
民
俗
芸
能
・
折
口
信
夫
・
祭
り
と
芸
能
・
祭
札
・
道
化
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❶
民
俗
芸
術
の
会
の
設
立
と
柳
田
國
男

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
柳
田
國
男
が
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
を
認
め
た
『
民
俗

芸
術
』〔
〜
昭
和
七
年
〕
が
創
刊
さ
れ
る

）
1
（

。
本
誌
は
、
こ
の
前
年
（
昭
和
二
年
）、
小

寺
融
吉
・
永
田
衡
吉
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
民
俗
芸
術
の
会
」
の
会
誌
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
わ
っ
た
の
は
金
田
一
京
助
・
折
口
信
夫
・
早
川
孝
太
郎
の
ほ
か
に
、

新
民
謡
運
動
の
野
口
雨
情
・
中
山
晋
平
、
能
楽
評
論
家
の
山
崎
楽
堂
、
工
芸
家
の
柳

宗
悦
ら
で
、
近
代
に
〝
発
見
〞
さ
れ
、
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
民
俗
芸
能
は
、
当

時
の
芸
術
家
や
評
論
家
等
、
創
作
に
近
い
立
場
に
あ
る
人
々
の
感
性
に
も
訴
え
か
け

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
民
間
に
伝
承
さ
れ
る
芸
能
が
研
究
対
象
と
し
て
、
当
時
の
知
識
人
の

前
に
姿
を
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
は
じ
め
に
柳
田
が
指
導
的
な
立
場
を
期

待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
柳
田
が
、
わ
が
国
初
め
の
民
俗
学
の
専
門
誌
『
郷

土
研
究
』
を
創
刊
し
た
の
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）。
明
治
後
期
よ
り
大
正
前
期

を
日
本
に
お
け
る
民
俗
学
の
草
創
期
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
よ
り
や
や
遅

れ
て
各
地
の
芸
能
が
人
文
学
者
・
芸
術
家
の
関
心
を
引
き
よ
せ
る
状
況
が
生
ま
れ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
が
、柳
田
が
そ
の
会
誌
の
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
を
認
め
た
こ
と
は
、

民
間
芸
能
が
、
民
間
伝
承
の
一
分
野
と
し
て
、
す
な
わ
ち
民
俗
学
の
対
象
と
し
て
認

知
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
『
民
俗
芸
術
』
創
刊
の
少
し
前
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に

日
本
青
年
館
が
神
宮
外
苑
に
開
館
さ
れ
る
。
そ
の
記
念
式
典
と
し
て
「
郷
土
舞
踊
と

民
謡
の
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
柳
田
は
高
野
辰
之
と
と
も
に
運
営
の
顧
問
委
員
と

な
り
、
舞
台
監
督
を
小
寺
融
吉
が
つ
と
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
伝
承
さ
れ
る
芸
能
が
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
中
央
に

招
か
れ
て
上
演
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
は
特
別
な
こ
と
で
も
珍
し

い
こ
と
で
も
な
い
が
、
諸
地
域
の
芸
能
が
、
郷
土
の
文
化
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た

）
2
（

。
こ
れ
よ
り
以
前
、
明
治
期
に
お
い
て
は
、
た
と

え
ば
各
地
域
に
お
け
る
盆
踊
り
の
禁
止
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
明
治
三
年
〈
一
八
七

〇
〉
和
歌
山
田
辺
藩
の
盆
踊
禁
止
令
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
福
島
県
の
念
仏
踊

の
禁
止
、
青
森
県
の
ね
ぶ
た
祭
の
禁
止
、
新
潟
県
の
盆
踊
の
禁
止
、
等
々
）、
行
政

か
ら
は
「
淫

放
蕩
」「
奢
靡
醜
猥
の
風
習
」
と
し
て
禁
制
の
対
象
と
さ
れ
、
ま
た

新
聞
等
の
知
識
人
層
か
ら
は
、（
特
に
外
国
、
西
欧
に
対
し
て
）
恥
ず
べ
き
風
習
と

し
て
否
定
的
な
言
説
を
も
っ
て
話
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
諸
地
域
の
芸
能
に
対
す
る
態
度
が
変
化
す
る
の
が
、
明
治
後
期
以
降
で

あ
る
。
明
治
三
、
四
〇
年
代
に
は
大
和
田
建
樹
の
『
日
本
歌
謡
類
聚
』
や
前
田
林
外

の
『
日
本
民
謡
全
集

）
3
（

』
等
が
編
纂
さ
れ
、大
正
三
年
に
は
、高
野
辰
之
が
中
心
と
な
っ

て
『
俚
謡
集
』
が
編
纂
さ
れ
る
。
特
に
『
俚
謡
集
』
は
、
文
部
省
文
芸
委
員
に
よ
り

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
国
家
に
よ
る
文
化
財
と
し
て
民
俗
芸
能
が
認
識
、
対
象
化
さ

れ
た
と
い
う
点
で
、
特
筆
さ
れ
る
事
業
と
い
え
る
。

　

こ
の
後
、
明
治
末
〜
大
正
期
が
、
柳
田
が
民
謡
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
論
考
を
発

表
し
て
い
っ
た
時
期
で
、そ
の
後
『
民
謡
の
今
と
昔
』〔
昭
和
四
年
〈
一
九
二
九
〉〕、『
民

謡
覚
書
』〔
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉〕
等
の
著
書
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
る
。
昭

和
十
五
年
に
は
、
柳
田
の
呼
び
か
け
で
「
民
謡
談
話
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
翌

年
、
柳
田
を
団
長
に
東
北
民
謡
試
聴
団
が
結
成
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
局
の
企
画
で
折

口
信
夫
・
小
寺
融
吉
・
町
田
嘉
章
ら
と
東
北
各
地
を
廻
っ
て
い
る
。
地
方
の
民
謡
の

掘
り
起
こ
し
に
も
関
わ
り
熱
意
を
傾
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
民
謡
を
主
題
と
す
る
労
作
、
長
野
隆
之
『
語
ら
れ

る
民
謡

）
4
（

』〔
平
成
十
九
年
〕
に
お
い
て
、
民
謡
の
学
史
に
お
け
る
柳
田
の
研
究
の
意
義

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
長
野
は
、民
謡
研
究
を
三
期
に
区
分
し
て
い
る
が
、

明
治
後
期
の
高
野
辰
之
ら
に
よ
る
萌
芽
期
と
、
昭
和
初
期
以
降
の
文
学
・
音
楽
研
究

者
を
中
心
と
す
る
研
究
の
間
に
あ
っ
て
、
民
俗
学
の
資
料
と
し
て
民
謡
を
見
出
し
た

点
、
画
期
と
な
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
に
大
き
な
方
向
づ
け
を
行
っ
た
も
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の
と
位
置
づ
け
て
い
る
〔
第
一
章
三
節
「
民
俗
学
に
お
け
る
民
謡
研
究
」〕。

　

さ
て
、『
民
俗
芸
術
』
に
寄
せ
ら
れ
た
柳
田
國
男
の
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
で
あ
る
が
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

…
我
々
は
古
今
億
万
人
の
共
に
味
っ
た
生
存
を
学
ぶ
た
め
に
、
賢
い
僅
か
な
人

の
進
ん
だ
考
へ
に
導
か
れ
る
こ
と
を
欲
し
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
故
に
最
初
に
は
目
の

前
の
豊
富
な
る
事
実
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
成
る
べ
く
多
く
の
者
の
共
有
の
知

識
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
さ
う
し
て
其
材
料
と
整
頓
と
比
較
か
ら
、
自
然
に

明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
共
通
の
現
象
に
基
い
て
、
若
し
あ
る
な
ら
ば
此
世
の
中

の
法
則
と
い
ふ
も
の
を
、抽
き
出
し
て
見
た
い
と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

…

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
諸
事
例
を
記

録
、
集
積
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
比
較
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
「
法
則
」
を
発
見
す
る
こ
と
の
緊
急
性
で
あ
る
。

諸
地
域
の
芸
能
伝
承
を
民
俗
資
料
と
し
て
認
定
し
得
る
と
い
う
表
明
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
、
伝
承
芸
能
の
民
俗
研
究
と
し
て
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

❷
民
俗
芸
能
研
究
者
の〈
民
俗
芸
能
〉へ
の
眼
差
し

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
場
合
器
楽
を
伴
い
、
身
体
・
音
声
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

る
芸
能
に
つ
い
て
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
記
述
す
れ
ば
、
比
較
、
検
討
の
た
め
の
基

礎
デ
ー
タ
と
な
る
の
か
？　

こ
う
し
た
問
題
が
、
柳
田
自
身
に
と
っ
て
の
中
心
的
な

課
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

民
俗
芸
術
の
会
は
、
戦
後
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
、
本
田
安
次
等
に

よ
り
「
民
俗
芸
能
の
会
」
と
な
っ
て
復
興
す
る
。
こ
れ
よ
り
民
俗
芸
能
研
究
は
、
本

田
安
次
・
新
井
恒
易
・
西
角
井
正
慶
・
早
川
孝
太
郎
・
牛
尾
三
千
夫

）
5
（

に
よ
り
、
大
き

く
進
展
す
る
。
な
か
で
も
、
列
島
の
南
北
、
東
西
に
わ
た
る
調
査
、
記
録
を
行
っ
て
、

全
国
の
芸
能
を
俯
瞰
で
き
る
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
た
の
は
本
田
安
次
で
、
次
の
よ
う

な
系
統
、
分
野
を
示
し
た

）
6
（

。

　
　

神　

楽
│
巫
女
神
楽
・
出
雲
流
神
楽
・
伊
勢
流
神
楽
・
獅
子
神
楽
（
山
伏
神
楽
・

番
楽
、
大
神
楽
）

　
　

田　

楽
│
予
祝
の
田
遊
…
田
植
踊
、
御
田
植
神
事
…
田
舞
・
田
楽
躍

　
　

風　

流
│
念
仏
踊
、
盆
踊
、
太
鼓
踊
、
羯
鼓
獅
子
舞
、
つ
く
り
も
の
風
流
、
仮

装
風
流
、
等

　
　

祝
福
芸
│
来
訪
神
、
千
秋
万
歳
、
語
り
も
の
（
幸
若
舞
、
題
目
立
）

　
　

外
来
脈
│
伎
楽
・
獅
子
舞
、
舞
楽
、
延
年
、
散
楽
・
猿
楽
、
能
・
狂
言
、
人
形

芝
居
、
歌
舞
伎
、
等

　

柳
田
が
、『
民
俗
芸
術
』「
創
刊
の
こ
と
ば
」
に
認
め
た
所
期
を
一
人
で
実
践
し
た

偉
業
と
い
え
る
が
、
と
は
い
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
柳
田
が
期
待
し
た
「
此
世
の
中
の

法
則
」「
自
然
に
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
共
通
の
現
象
」
へ
と
辿
り
着
い
た
か
は
検

討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
分
類
は
、
い
か
な
る
発
想
の
も
と
に
な
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

本
田
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
『
図
録 

日
本
の
民
俗
芸
能

）
7
（

』
に
お
い
て
こ
の
分
類

に
つ
い
て
「
ほ
ぼ
日
本
の
民
俗
芸
能
の
種
類
は
尽
く
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
我
が
国
の
民
俗
芸
能
を
網
羅
し
た
も
の
と
自
負
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
の
分
類
の
基
準
を
「
芸
能
史
的
立
場
か
ら
く
く
り
に
く
く
っ
」
た
も
の
と
説

明
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
「
芸
能
史
的
立
場
」
の
内
容
で
あ
る
。
戦
後
、

林
屋
辰
三
郎
が
、
女
性
史
・
部
落
史
・
地
方
史
等
、
民
衆
史
の
立
場
か
ら
の
芸
能
史

を
唱
え
て
以
来

（
８
）、

現
在
ま
で
芸
能
史
研
究
の
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
前
の
芸
能
史
は
演
劇
史
の
立
場
か
ら
の
研
究
で
、
能
や
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
、
こ

れ
に
そ
の
他
の
芸
能
や
そ
の
演
目
の
変
遷
を
編
年
体
的
に
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

高
野
辰
之
の
『
日
本
演
劇
史
』〔
昭
和
二
十
一
年

）
9
（

〕
は
そ
の
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
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が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
河
竹
繁
俊
は
『
日
本
演
劇
全
史
』〔
昭
和
三
十
四
年

〈
一
九
五
九

）
10
（

〉〕
を
著
し
た
。
そ
の
要
目
は
次
の
よ
う
で
あ
る
が
、
中
央
（
主
と
し
て

京
洛
・
南
都
、
江
戸
）
に
お
い
て
、
成
立
、
盛
行
し
た
各
芸
能
の
編
年
体
的
な
体
系

と
い
え
る
。

　
　

上
世
（
〜
平
安
時
代
）
…
…
…
原
始
演
劇
、
伎
楽
、
舞
楽
、
神
楽
、
散
楽
（
猿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
）、
白
拍
子
、
等

　
　

中
世
（
鎌
倉
・
室
町
時
代
）
…
延
年
・
延
年
能
、
田
楽
・
田
楽
能
、
能
楽
・
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狂
言
、
等

　
　

近
世
（
江
戸
時
代
）
…
…
…
…
人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
（
創
始
期
、
元
禄
歌
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伎
、
大
成
期
、
爛
熟
期
）

　
　

近
代
・
現
代
（
明
治
以
降
）
…
伝
統
演
劇
（
舞
楽
、
能
楽
、
文
楽
、
歌
舞
伎
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
代
歌
舞
伎
、
新
派
、
新
劇
、
大
衆
演
劇

　
『
日
本
演
劇
全
史
』
の
発
刊
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、

学
生
時
代
よ
り
河
竹
に
師
事
し
て
い
た
本
田
が
、
こ
の
よ
う
な
芸
能
史
（
演
劇
史
）

を
モ
デ
ル
に
自
身
の
民
俗
芸
能
の
分
類
を
考
案
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
河

竹
の
追
悼
の
た
め
に
書
か
れ
た
こ
と
ば
か
ら
も
、
本
田
が
河
竹
の
芸
能
史
に
親
し
ん

で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る

）
11
（

。

　

一
方
、
こ
の
分
類
に
つ
い
て
民
俗
学
の
立
場
か
ら
批
判
し
て
い
る
の
は
山
路
興
造

で
あ
る
。
山
路
は
こ
の
分
類
に
つ
い
て
、「
芸
能
の
上
演
目
的
に
共
通
基
盤
の
あ
る

も
の
（
神
楽
）、
そ
の
発
生
基
盤
に
共
通
性
の
あ
る
も
の
（
田
楽
）、
表
現
手
段
に
共

通
性
の
あ
る
も
の
（
風
流
）
と
、
分
類
の
基
盤
を
一
つ
に
し
て
い
な
い
」
と
し
て
い

る
一
方
、
ま
た
、
こ
の
分
類
は
「
現
実
に
則
し
た
便
宜
的
な
も
の
」
で
、「
あ
る
程

度
民
俗
芸
能
の
実
際
を
知
っ
た
者
に
と
っ
て
は
充
分
納
得
の
い
く
分
類
な
の
で
あ

る
」
と
評
価
も
し
て
い
る

）
12
（

。
し
か
し
な
が
ら
、〈
研
究
〉
対
象
と
し
て
の
民
俗
芸
能

の
領
域
画
定
の
う
え
で
本
田
の
力
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
在

の
我
々
が
程
度
の
多
少
は
あ
れ
、
本
田
の
「
現
実
」
に
よ
っ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
本

田
の
「
眼
」
を
と
お
し
て
民
俗
芸
能
に
む
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。「
納
得
の
い
く
」、
と
い
う
よ
り
「
納
得
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
か
も

し
れ
な
い
我
々
を
省
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
た
が
っ
て
、
や
は
り
問
題
に
な
る
の
は
こ
の
分
類
基
準
、
す
な
わ
ち
〈
民
俗
芸

能
〉
な
る
領
域
を
画
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
準
、
本
田
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
芸
能

史
的
立
場
」
の
意
味
内
容
と
そ
の
有
効
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に

て
、
高
野
辰
之
や
河
竹
繁
俊
等
の
芸
能
史
・
演
劇
史
の
考
え
方
・
発
想
が
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
た
こ
と
等
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
本
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い

）
13
（

。

　

柳
田
は
と
い
え
ば
、
そ
の
後
期
、
民
間
伝
承
資
料
と
し
て
の
民
間
芸
能
に
は
批
判

的
・
否
定
的
な
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
る
が
、
で
は
、
柳
田
が
関
心
を
失
っ
て
以
降
、

民
俗
芸
能
研
究
は
い
か
な
る
方
向
性
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
全

国
に
わ
た
っ
て
悉
皆
的
な
調
査
を
行
い
、
戦
後
の
長
き
に
わ
た
っ
て
学
会
に
お
い
て

指
導
的
な
地
位
に
あ
っ
た
本
田
の
言
説
を
手
が
か
り
と
し
て
概
観
し
て
み
た
い
。

　
『
図
録
日
本
の
民
俗
芸
能
』
の
「
あ
と
が
き
」
は
本
田
の
民
俗
芸
能
に
対
す
る
立

場
を
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
一
節
は
、
本
田
の
民
俗
芸
能
観
の
一
端
を

よ
く
示
し
て
い
る
。

民
俗
芸
能
に
は
、
郷
土
的
な
特
色
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
い
っ
て
も
、
言
語
を
同

じ
ゅ
う
す
る
同
じ
民
族
内
に
あ
っ
て
は
（
中
略
）、
同
じ
種
類
の
も
の
を
同
様

に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
田
が
、
各
地
に
残
る
民
俗
芸
能
の
地
域
的
な
偏
差
や
郷
土
性
よ
り
は
共
通
性
を

重
要
視
し
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
共
通
性
か
ら
抽
出
さ
れ
た
理
念
形
と
も

い
う
べ
き
姿
を
想
定
し
つ
つ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
相
い
対
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
民
俗
芸
能
が
「
言
語
を
同
じ
ゅ
う
す
る
同
じ
民
族

内
」
と
い
っ
た
範
疇
に
括
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、〈
日
本
民
族
〉
の
芸
能
と
い
っ

た
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
認
識
で
あ
る
。
本
田
に
と
っ
て
民
俗
芸
能
は
、

伝
承
地
域
の
文
化
と
し
て
以
上
に
、〈
日
本
〉
の
文
化
と
し
て
意
味
を
な
す
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
田
は
し
ば
し
ば
民
俗
芸
能
に
対
し
て
極
め
て
教
育
的
・
道
徳
的
色
あ
い
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の
強
い
発
言
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
こ
う
し
た
認
識
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら

れ
よ
う
。
同
記
の
次
の
よ
う
な
一
節
が
例
と
し
て
は
あ
げ
ら
れ
る
が
、
各
地
の
観
光

案
内
な
ど
に
書
か
れ
る
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
の
解
説
に
、
こ
う
し
た
類
の
言
説
は
容

易
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
今
日
広
く
流
通
し
て
い
る
民
俗
芸
能
認
識
で
あ
る
と

い
え
る
。

古
来
、
芸
能
が
庶
民
の
生
活
の
上
に
果
し
て
き
た
役
割
を
考
え
る
と
き
、
ま
こ

と
に
晴
々
と
し
た
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
涙
ぐ
ま
し
い
感
懐
を
覚
え
る
。

（
中
略
）、今
日
わ
ず
か
な
画
図
と
記
録
と
伝
承
の
上
に
の
み
残
っ
た
芸
能
に
も
、

日
本
の
情
操
の
多
く
が
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
も
少
し
大

き
く
評
価
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う

）
14
（

。

　

看
過
で
き
な
い
の
は
「
日
本
の
情
操
」
の
育
成
基
盤
と
し
て
民
俗
芸
能
を
評
価
し

て
い
る
こ
と
で
、「
晴
々
と
し
た
」
と
か
「
涙
ぐ
ま
し
い
感
懐
」
と
い
っ
た
側
面
に
、

民
俗
芸
能
の
大
き
な
価
値
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
正
期
の
は
じ
め
に
『
俚
謡
集
』
が
文
部
省
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、

国
家
が
芸
能
伝
承
に
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
昭
和
期
に
入
る
と
国
家
の
姿
勢
は
さ
ら
に
積
極
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　

そ
の
、エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
の
が
、昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、文
部
省
に
よ
る
『
国

体
の
本
義
』
の
発
布
で
、
以
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
下
の
教
育
政
策
の
基
本
理
念
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
教
導
の
手
段
と
し
て
民
俗
芸
能
や
伝
承
行
事
を
積
極
的
に

活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

…
風
俗
・
習
慣
に
於
て
も
、
我
が
国
民
性
の
特
色
た
る
敬
神
・
尊
皇
・
没
我
・

和
等
の
精
神
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
俗
芸
能
・
伝
承
行
事
に
〝
国
体
〞
と
さ
れ
る
道
徳
的
な
意
義
を

付
与
し
た
う
え
で
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
正
月
行
事
や
氏
神
や
彼
岸
会
・

盂
蘭
盆
と
い
っ
た
歳
時
行
事
か
ら
、
盆
踊
ま
で
を
あ
げ
て
い
る
。
特
に
民
俗
芸
能
と

の
関
わ
り
で
興
味
深
い
言
説
と
し
て
は
、
盆
踊
を
説
明
し
た
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ

げ
ら
れ
る
。

我
が
舞
踊
に
多
い
和
を
ど
り
の
形
式
に
も
、
中
心
に
向
か
っ
て
統
一
せ
ら
れ
る

没
我
的
な
特
色
が
出
て
ゐ
て
、
西
洋
の
民
族
舞
踊
に
多
い
男
女
対
偶
形
式
に
相

対
し
て
ゐ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
舞
踊
と
形
式
上
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
顕
著
に
な
っ
た
日

本
の
民
俗
芸
能
の
形
式
に
道
徳
的
、
倫
理
的
な
解
釈
を
施
し
て
お
り
、〈
日
本
民
族
〉

の
芸
能
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
明
確
な
意
志
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。芸
態
・

身
体
表
現
の
レ
ベ
ル
で
意
味
づ
け
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
国
民
教

化
の
た
め
身
体
表
現
ご
と
国
家
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。

　
『
国
体
の
本
義
』
の
政
策
は
、
明
治
維
新
の
際
に
は
無
視
し
排
斥
し
た
伝
統
的
な

風
俗
・
習
慣
を
準
戦
時
体
制
下
に
全
面
的
に
導
入
し
、
体
制
を
頂
点
と
す
る
秩
序
の

中
に
編
成
し
皇
国
精
神
に
則
っ
た
国
民
性
を
内
包
し
た
習
俗
に
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
い
え
る
。
山
本
信
良
・
今
野
敏
彦
は
、
年
中
行
事
に
伝
統
精
神
や
皇
室
崇
敬
の
精

神
が
存
す
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
年
中
行
事
の
精
神
の
一
部

分
な
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
日
常
生
活
の
秩
序
は
支
配
権
力
の
み
た
秩
序
の
幻

想
で
あ
り
、
民
衆
の
間
の
秩
序
の
実
像
で
は
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
が

）
15
（

、
こ
れ
は

そ
の
ま
ま
民
俗
芸
能
に
も
い
い
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
明
治
以
後
の
政
府
の
民
俗
芸
能
に
対
す
る
政
策
を
概
観
し
た
。
本
田
が
、

民
俗
芸
能
を
〈
日
本
民
族
〉
内
で
行
わ
れ
、「
日
本
の
情
操
」
の
育
成
・
教
育
基
盤

と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
点
に
大
き
な
意
義
を
認
め
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に

見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
田
の
こ
の
よ
う
な
民
俗
芸
能
観
は
、『
俚
謡
集
』
編
纂

の
こ
ろ
よ
り
戦
前
に
か
け
て
の
国
家
が
期
待
し
、
つ
く
り
あ
げ
た
民
俗
芸
能
像
の
延

長
に
あ
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
民
俗
芸
能
観
は
、
民
俗
芸
術
の
会
の
創
設
者
の
一
人
永
田
衡
吉
の
次
の

よ
う
な
言
説
に
も
は
っ
き
り
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
戦
後
の
多
く
の
民
俗
芸
能
研

究
者
の
あ
い
だ
に
共
有
さ
れ
て
き
た
、
信
念
に
も
近
い
認
識
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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健
康
・
清
浄
・
素
朴
・
無
作
為
・
生
き
る
逞
し
さ
・
太
陽
と
月
の
し
ず
く
・
育

つ
喜
び
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
美
学
の
見
落
と
し
た
属
性
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
、

そ
の
美
の
中
に
日
本
人
の
誇
る
べ
き
民
族
性
の
い
く
つ
か
を
発
見
し
た
こ
と

は
、
一
層
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
芸
能
は
、
北
方
ア
イ
ヌ

か
ら
南
の
沖
縄
ま
で
全
土
を
掩
う
盛
観
さ
で
あ
っ
た

）
16
（

。

　
〈
日
本
〉
の
民
俗
芸
能
に
ア
イ
ヌ
や
沖
縄
ま
で
含
め
る
の
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
が
、

種
々
多
様
な
は
ず
の
各
地
の
芸
能
を
〈
日
本
民
族
〉
と
い
っ
た
文
化
（
国
家
？
）
概

念
の
も
と
に
括
り
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
〈
民
族
文
化
〉
に
倫
理
的
な
価
値
を
抽
出
、

も
し
く
は
付
与
す
る
と
い
っ
た
民
俗
芸
能
観
と
い
え
る
が
、
本
田
の
言
説
に
も
ま
し

て
強
く
感
じ
る
の
は
、「
日
本
人
の
誇
る
べ
き
民
族
性
」
と
い
っ
た
外
国
の
存
在
が

前
提
と
な
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を
も
つ
認
識
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
認
識
は
、
民
俗
芸
能
が
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
草

創
期
に
、「
目
の
前
の
豊
富
な
る
事
実
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
成
る
べ
く
多
く
の
者

の
共
有
の
知
識
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
さ
う
し
て
其
材
料
と
整
頓
と
比
較
か
ら
、

自
然
に
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
共
通
の
現
象
に
基
い
て
、
若
し
あ
る
な
ら
ば
此
世
の

中
の
法
則
と
い
ふ
も
の
を
、
抽
き
出
し
て
見
た
い
と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
」

〔『
民
俗
芸
術
』「
創
刊
の
こ
と
ば
」〕
と
考
え
た
柳
田
の
思
惑
か
ら
は
、
相
当
の
距
離
を

も
つ
も
の
で
、こ
れ
が
、柳
田
が
、民
間
伝
承
と
し
て
の
芸
能
に
関
心
を
失
っ
て
い
っ

た
一
因
か
も
し
れ
な
い
。

❸
柳
田
の
民
俗
芸
能
観
│
祭
り
と
芸
能

　

柳
田
の
芸
能
に
対
す
る
関
心
、
志
向
で
あ
る
が
、
民
俗
学
の
研
究
対
象
と
し
て
、

す
な
わ
ち
、
民
間
伝
承
の
資
料
と
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
、
と
す
る
の
が
、

昨
今
の
民
俗
学
研
究
に
お
け
る
一
般
的
な
評
価
で
あ
る
。

　

そ
の
大
方
の
理
解
を
示
す
の
が
、横
山
聡
の
執
筆
に
な
る
『
柳
田
國
男
事
典

）
17
（

』「
芸

能
」
項
の
記
述
で
、吉
越
笑
子
の
論
考
「
芸
能
研
究
と
柳
田
國
男

）
18
（

」
に
導
か
れ
つ
つ
、

「
芸
能
は
自
ら
（
柳
田
）
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
の
対
象
か
ら
、一
歩
外
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

一
つ
が
、
折
口
信
夫
の
逝
去
（
昭
和
二
十
八
年
〈
一
九
五
三
〉）
後
、
昭
和
三
十
二

年
一
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
に
て
放
送
さ
れ
た
「
面
影
を
偲
ぶ
│
折
口
信
夫
│
」〔
寺

田
太
郎
、『
短
歌
』
昭
和
四
十
八
年
〈
一
九
七
三
〉
十
一
月
〕
の
、「
芸
能
は
わ
た
し
は

民
間
伝
承
じ
ゃ
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
意
見
を
、
実
は
持
っ
て
い
る
の
で
す
。」
と

い
っ
た
言
葉
よ
り
は
じ
ま
る
一
節
で
あ
る
。
芸
能
は
、
家
元
や
家
筋
に
よ
っ
て
管
理

さ
れ
た
り
、
巧
者
と
い
っ
た
個
人
技
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
故
に
、
民
間
伝

承
の
研
究
対
象
と
は
な
り
得
な
い
、
と
す
る
認
識
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
柳
田
の
芸
能
観
に
つ
い
て
の
把
握
と
し
て
は
、『
柳
田
國
男
事
典
』「
芸
能
」

項
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
長
年
の
研
究
を
経
て
至
っ
た
柳
田
の
見
解
に

注
目
し
、
一
般
化
し
て
と
ら
え
る
の
が
大
方
で
あ
る
。

　

芸
能
を
、
村
落
社
会
や
演
じ
ら
れ
る
空
間
や
時
間
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
よ
り
切
り

離
し
、
そ
の
身
体
性
に
の
み
限
定
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
評
価
も
首
肯
で
き
な
く
も
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
間
に
お
い
て
芸
能
奏
演
の
時
空
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
祭
儀
│
祭
り
や
祭
礼
│
に
ま
で
目
を
向
け
れ
ば
、
柳
田
が
、
民
間
伝
承

と
し
て
の
芸
能
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
、
と
す
る
見
方
に
は
躊
躇
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

柳
田
は
、昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
の
祭

）
19
（

』
に
お
い
て
、

少
な
か
ら
ず
芸
能
に
言
及
し
て
い
る
。

　

本
著
は
、
こ
の
前
年
、
太
平
洋
戦
争
の
直
前
で
あ
る
が
、
本
稿
は
東
京
帝
国
大
学

の
中
に
、
大
政
翼
賛
会
に
呼
応
し
て
組
織
さ
れ
た
全
学
会
の
教
養
部
主
催
で
行
わ
れ

た
講
演
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
全
容
を
章
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、

　
「
学
生
生
活
と
祭
」

　
「
祭
か
ら
祭
礼
へ
」

　
「
祭
場
の
標
示
」

　
「
物
忌
と
精
進
」
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「
神
幸
と
神
態
」

　
「
供
物
と
神
主
」

　
「
参
詣
と
参
拝
」

と
い
っ
た
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
序
と
い
う
に
は
大
き
な
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る

「
学
生
生
活
と
祭
」
に
お
い
て
、
祭
り
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
が
熱
く
語
ら
れ
て

い
る
。

　

学
生
を
目
前
に
し
て
、
社
会
・
国
家
の
た
め
に
学
問
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
単
に

漠
然
と
説
く
の
で
は
な
く
、
学
者
・
学
問
そ
の
も
の
の
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
道

筋
ま
で
を
解
き
明
か
す
。
そ
の
説
明
に
は
、
吉
備
真
備
や
源
順
と
い
っ
た
傑
出
し
た

才
人
の
み
な
ら
ず
、
学
者
と
同
様
、
医
者
・
易
者
・
験
者
・
芸
者
と
い
っ
た
、「
者
」

の
つ
く
諸
職
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
社
会
性
が
分
析
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
日
本
の
祭
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、「
い
づ
れ
閑
な
休
暇
の
日
に
ゆ
つ
く
り
承
り
ま
せ
う
と
い
ふ

や
う
な
、
気
楽
な
話
で
は
無
い
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

続
く
本
論
に
お
い
て
、
物
忌
、
お
籠
り
を
し
て
、
ま
つ
ろ
う
＝
神
の
側
に
控
え
奉

仕
す
る
古
態
と
考
え
ら
れ
る
祭
り
か
ら
、
共
同
体
外
の
見
物
人
を
迎
え
る
祭
礼
へ
と

変
化
し
て
い
っ
た
道
筋
を
提
示
し
、
見
物
人
の
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
す
風
流
が
誕
生

し
た
こ
と
、
祭
場
の
表
示
と
樹
木
や
ミ
テ
グ
ラ
・
シ
デ
や
削
り
花
、
神
幸
と
託
宣
、

供
物
の
調
備
、
頭
屋
や
一
年
神
主
の
役
割
と
専
業
の
神
職
が
誕
生
す
る
ま
で
の
諸
段

階
、
参
詣
の
際
の
賽
銭
…
、
等
々
、
祭
り
を
構
成
す
る
要
件
の
全
て
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

本
著
は
神
道
・
神
社
史
研
究
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
論
考
と
い
え
る
が
、
あ
く
ま
で

民
俗
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
で
あ
っ
た
。
古
い
時
代
に
お
け
る
、
個
々
の
氏
族
に
よ

る
単
一
の
祖
神
祭
祀
の
段
階
を
想
定
し
つ
つ
も
、
一
つ
の
神
社
に
相
殿
や
末
社
等
、

多
く
の
神
々
が
勧
請
さ
れ
、
祀
ら
れ
る
の
が
「
日
本
の
信
仰
の
一
つ
の
特
色
」
で
あ

り
、「
近
代
の
現
実
」
で
あ
る
と
し
、（
神
学
的
に
で
は
な
く
）
こ
う
し
た
、
在
地
の

あ
り
方
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
る
点
に
柳
田
の
立
場
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

　

祭
礼
が
都
市
部
に
お
い
て
夏
季
に
お
い
て
発
展
し
た
こ
と
な
ど
に
も
考
察
は
及
ん

で
い
る
が
、
都
市
に
お
け
る
祭
礼
、
風
流
研
究
は
戦
後
、
芸
能
史
・
民
俗
芸
能
研
究

に
お
い
て
、
特
に
こ
の
二
十
年
大
き
く
進
展
し
た
分
野
で
あ
る
。

　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
農
村
歌
舞
伎
の
研
究
者
で
あ
っ
た
守
屋
毅
は
『
中

世
芸
能
の
幻
像

）
20
（

』
で
、
田
楽
等
を
史
料
に
即
し
て
分
析
し
、
そ
の
中
世
芸
能
の
風
流

と
し
て
の
側
面
に
注
目
。
祇
園
御
霊
会
等
の
祭
礼
の
中
で
熱
狂
的
に
演
じ
ら
れ
た
点

を
重
視
し
、
異
形
・
ば
さ
ら
と
い
っ
た
中
世
的
な
表
象
に
つ
い
て
精
神
文
化
史
的
な

見
地
よ
り
論
じ
た
。

　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
福
原
敏
男
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究

）
21
（

』
は
、
主
に
神
幸

行
列
を
と
も
な
う
諸
祭
礼
に
つ
い
て
の
史
的
な
研
究
。
特
に
、
祭
礼
に
お
け
る
風
流

と
し
て
多
く
に
見
ら
れ
る
「
一
つ
物
」
│
馬
に
美
し
く
着
飾
っ
た
児
が
乗
る
出
し
物

で
、「
馬
長
」
と
も
│
の
論
考
は
、
柳
田
説
を
批
判
し
つ
つ
、
史
料
に
基
づ
い
て
、

成
立
・
展
開
に
つ
い
て
新
見
を
提
示
し
て
い
る
。

　

近
年
に
お
け
る
特
に
傑
出
し
た
成
果
は
、
植
木
行
宣
の
大
著
『
山
・
鉾
・
屋
台
の

祭
り
│
風
流
の
開
花
│
』〔
平
成
十
三
年
〈
二
〇
〇
一

）
22
（

〉〕
で
、
福
原
の
著
と
と
も
に

祭
礼
研
究
の
必
読
書
と
な
ろ
う
。
本
著
は
「
物
質
文
化
と
し
て
の
山
・
鉾
・
屋
台
の

諸
相
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
」し
て
、「
都
市
祭
礼
の
実
像
に
迫
」

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
現
在
に
伝
承
さ
れ
る
祭
礼
の
多
く
の
事
例
に
つ
い

て
考
察
が
及
ぶ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
形
態
差
を
時
代
差
と
見
て

祖
形
に
た
ど
り
着
こ
う
と
す
る
よ
う
な
民
俗
学
的
思
考
に
よ
ら
ず
、
事
例
ご
と
に
確

実
な
歴
史
資
料
に
基
づ
い
て
、
時
代
的
な
変
化
が
辿
ら
れ
る
。

　

祭
礼
の
構
成
要
素
た
る
山
車
・
作
り
物
の
研
究
は
、
柳
田
が
『
日
本
の
祭
』
に
お

い
て
示
し
た
よ
う
に
、
神
霊
観
念
の
考
察
の
上
で
も
不
可
欠
で
あ
り
、
モ
ノ
資
料
に

よ
り
精
神
文
化
を
追
求
し
て
き
た
民
俗
学
が
責
任
を
負
う
べ
き
領
域
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
に
要
請
さ
れ
る
研
究
水
準
と
し
て
は
、
植
木
の
い
う
よ
う
に

「
建
築
、
彫
刻
、
絵
画
、
工
芸
（
染
織
・
木
竹
・
漆
・
金
具
・
人
形
）
な
ど
多
分
野

に
わ
た
る
知
見
が
求
め
ら
れ
、
総
合
的
な
組
織
調
査
に
よ
ら
ね
ば
実
態
の
把
握
さ
え

困
難
」（「
あ
と
が
き
」）
な
状
況
で
あ
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
祭
礼
・
芸
能
の
諸
表
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象
に
対
す
る
、
造
形
文
化
と
し
て
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
建
築
、
彫

刻
、
絵
画
、
工
芸
と
い
っ
た
分
野
に
つ
い
て
も
、
民
俗
学
研
究
、
祭
礼
・
芸
能
文
化

研
究
の
上
で
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
よ
り
、
相
当
の
知
見
を

持
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

柳
田
が
『
日
本
の
祭
』
に
お
い
て
示
し
た
指
標
の
い
く
つ
か
は
、
こ
の
よ
う
に
民

俗
芸
能
・
芸
能
史
研
究
者
に
よ
っ
て
大
き
な
進
展
を
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
芸

能
を
、
演
じ
ら
れ
る
時
空
よ
り
切
り
離
し
て
、
そ
の
身
体
表
現
に
の
み
限
定
す
れ
ば
、

芸
能
を
民
間
伝
承
の
資
料
と
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
、
と
す
る
見
方
も
首

肯
さ
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
奏
演
の
時
空
や
、
担
い
手
が
属
す
る
社
会
の
組
織
に

対
す
る
理
解
が
不
可
分
な
民
間
の
芸
能
を
分
析
す
る
視
点
│
民
間
の
伝
承
芸
能
を
民

俗
学
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
解
析
す
る
た
め
の
項
目
│
を
、
柳
田
の
『
日
本
の
祭
』

は
的
確
に
示
し
て
い
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

❹
柳
田
と
折
口
│
民
俗
学
に
お
け
る
芸
能
研
究

　

い
わ
ゆ
る
歴
史
学
者
で
は
な
く
、
民
俗
学
を
学
ん
だ
研
究
者
に
よ
る
伝
承
事
例
に

つ
い
て
の
史
資
料
に
基
づ
く
歴
史
的
研
究
に
よ
り
、
柳
田
、
折
口
信
夫
の
祭
り
、
祭

礼
論
が
戦
後
、
急
速
に
深
化
し
た
と
い
え
る
が
、
柳
田
の
『
日
本
の
祭
』
そ
の
他
の

論
考
は
、
芸
能
の
民
俗
的
、
文
化
史
的
研
究
と
し
て
も
重
要
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
、

と
い
う
よ
り
、
示
唆
に
溢
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
研
究
対
象
と
し
て
芸
能
に
よ
り
強
い
志
向
を
有
し
て
い
た
折
口
信
夫
の
論

著
と
対
比
し
つ
つ
、
柳
田
の
芸
能
論
と
も
い
う
べ
き
思
考
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
う
が
、
両
者
を
比
べ
る
と
、
少
な
く
と
も
芸
能
に
関
し
て
は
し
ば
し
ば
言
わ

れ
る
ほ
ど
に
視
点
や
見
解
が
際
立
っ
て
対
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

折
口
信
夫
の
、
ま
と
ま
っ
た
芸
能
論
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
『
日
本
芸

能
史
六
講

）
23
（

』（
初
出
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）。
柳
田
の
『
日
本
の
祭
』
の
二
年

後
に
刊
行
さ
れ
た
著
で
、
芸
能
の
発
生
を
民
俗
学
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
柳

田
と
折
口
││
、
草
創
期
の
民
俗
学
が
芸
能
を
民
俗
と
し
て
い
か
な
る
関
心
よ
り
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
そ
の
共
通
的
な
と
こ
ろ
を
抽
出
す
る
と
す
れ
ば
、
た
と

え
ば
次
の
よ
う
な
論
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

・
祭
り
と
芸
能

　

・
芸
能
伝
承
の
上
で
の
芸
能
・
職
能
民
の
役
割

　

・
舞
と
踊
り
の
身
体
性

　
『
芸
能
史
六
講
』
は
、第
一
講
で
「
芸
能
は
お
ほ
よ
そ
「
祭
り
」
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
」

と
述
べ
て
お
り
、
特
に
そ
の
前
半
は
、
祭
り
に
つ
い
て
の
分
析
が
大
き
な
部
分
を
占

め
る
。
折
口
も
見
て
は
な
ら
な
い
祭
り
か
ら
見
物
人
の
訪
れ
る
見
ら
れ
る
祭
り
へ
、

と
い
っ
た
展
開
を
想
定
し
て
い
る
が
、
客
席
・
見
物
席
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な

る
棧
敷
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
を
説
い
た
点
に
新
見
の
一
つ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
祭
礼
の
棧
敷
は
、
そ
の
後
、
た
し
か
に
能
舞
台
や
歌
舞
伎
小
屋
等
へ
と
発
展
し

て
ゆ
く
が
、
わ
が
国
の
劇
場
の
原
点
を
祭
り
の
展
開
、
あ
る
い
は
関
わ
り
の
中
に
発

見
と
し
た
も
の
と
し
て
大
き
く
評
価
さ
れ
よ
う

）
24
（

。

　

棧
敷
の
発
見
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
折
口
の
思
考
は
祭
り
の
時
間
と
空
間
を
構

造
的
に
把
握
し
、そ
の
起
源
に
迫
ろ
う
と
し
た
点
に
特
質
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

芸
能
と
祭
り
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
祭
り
の
一
連
の
行
事
の
中
で
、
饗
宴
を
そ
の

発
生
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
時
空
と
考
え
た
。
饗
宴
と
は
、
遠
方
の
異
界

よ
り
お
と
ず
れ
る
神
│
ま
れ
び
と
│
を
酒
食
を
も
っ
て
も
て
な
す
場
で
、
主
人
が
屋

内
に
神
（
ま
れ
び
と
）
を
迎
え
る
座
が
「
横
座
」
で
あ
る
。
主
人
か
ら
見
て
横
に
な

る
故
の
座
の
名
称
で
あ
る
が
、
こ
の
「
横
座
の
神
」
に
主
人
は
脇
で
酒
食
を
勧
め
、

庭
か
ら
は
舞
人
や
伶
人
が
舞
や
奏
楽
に
よ
り
神
を
も
て
な
す
。
こ
の
祭
り
に
お
け
る

舞
や
奏
楽
に
、
芸
能
の
始
源
の
姿
を
見
る
の
が
折
口
の
芸
能
発
生
論
の
重
要
な
部
分

で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
折
口
の
発
想
を
方
法
と
し
て
継
承
し
た
の
が
、
昭
和
三
十
年
代

に
平
安
期
の
大
臣
大
饗
や
大
嘗
祭
を
は
じ
め
と
す
る
宮
廷
儀
礼
と
芸
能
を
中
心
に
論

じ
た
倉
林
正
次
の
仕
事
で
、『
饗
宴
の
研
究
』「
儀
礼
篇
」「
文
学
篇
」
の
大
著
と
し
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て
結
実
し
て
い
る

）
25
（

。

　

客
人
を
迎
え
る
屋
内
の
「
横
座
」
に
つ
い
て
は
、
柳
田
に
早
い
時
期
の
言
及
が
あ

る
。
こ
れ
を
も
っ
て
日
本
民
俗
学
の
出
発
点
と
さ
れ
る
『
後
狩
詞
記

）
26
（

』〔
明
治
四
十

二
年
〈
一
九
〇
九
〉〕「
序
」
の
中
に
椎
葉
村
の
家
屋
の
間
取
り
に
つ
い
て
図
解
さ
れ

て
お
り
、
囲
炉
裏
の
周
り
に
庭
と
向
か
い
合
う
壁
を
背
に
し
て
ヨ
コ
ザ
、
そ
の
右
脇

に
キ
ャ
ク
ザ
が
配
さ
れ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

）
27
（

。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
瘤
取

り
鬼
の
話
で
、
横
座
に
て
饗
応
を
受
け
る
鬼
の
酒
宴
の
話
等
も
紹
介
し
つ
つ
、
客
が

あ
っ
た
際
に
は
家
の
者
が
も
て
な
す
座
と
な
る
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
解
説

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
の
祭
』
に
お
い
て
は
、「
神
幸
と
神
態
」
に
お
い
て
、

祭
り
の
一
側
面
と
し
て
の
貴
賓
の
歓
待
に
触
れ
、
神
社
に
お
け
る
連
歌
の
座
も
こ
の

系
譜
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
（「
神
幸
と
神
態
」）。

　

こ
の
「
横
座
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
両
者
の
差
異
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
折

口
の
構
造
分
析
的
手
法
は
そ
の
始
源
た
る
「
古
代
」
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
伝
承
事
例
は
「
古
代
」
を
辿
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
柳

田
に
と
っ
て
の
伝
承
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
を
受
け
止
め
て
、
前
時
代
と
直
結
す
る

現
代
を
考
え
、
分
析
す
る
資
料
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

柳
田
の
芸
能
研
究
と
し
て
ま
た
大
き
な
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
職
能
・

芸
能
民
に
つ
い
て
の
諸
論
考
で
あ
ろ
う
。『
日
本
の
祭
』
に
お
い
て
は
、
村
落
に
お

い
て
、
職
業
神
主
が
成
立
し
て
ゆ
く
前
段
階
と
し
て
、
神
事
舞
や
祈
禱
を
行
っ
た
舞

太
夫
等
に
つ
い
て
触
れ
る
が 

（「
供
物
と
神
主
」）、「
妹
の
力
」〔
昭
和
二
年
〕、「
巫
女

考
」〔
大
正
二
年
〜
三
年
〕、「
毛
坊
主
考
」〔
大
正
二
年
〜
三
年
〕、「
俗
聖
沿
革
史
」〔
大

正
十
年

）
28
（

〕、
等
の
一
連
の
論
考
で
、
口
寄
せ
を
す
る
巫
女
の
ほ
か
、
芸
能
と
の
関
わ

り
も
深
い
漂
泊
・
遊
行
民
や
被
差
別
民
の
祈
禱
や
芸
能
、
工
芸
等
の
職
能
や
、
被
差

別
の
歴
史
や
原
因
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
例
を
引
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

同
時
代
に
、こ
う
し
た
領
域
に
関
し
て
大
き
な
寄
与
を
し
た
学
者
に
喜き

た田
貞さ

だ

吉き
ち

や
、

中
山
太
郎
な
ど
が
い
る

）
29
（

。
特
に
喜
田
と
柳
田
と
の
間
に
は
、
シ
ュ
ク
（
夙
・
宿
）
や

オ
シ
ラ
神
な
ど
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
争
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
両
者
に
は
親
交

も
あ
っ
た
が
、
柳
田
の
研
究
は
、
彼
ら
が
訪
れ
、
と
き
に
そ
の
あ
る
者
た
ち
は
定
住

し
た
村
落
の
側
の
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
点
に
、
そ
の
立
場
が
よ
く
現
わ
れ
て

い
よ
う
。

　

戦
後
こ
う
し
た
、
遊
行
民
、
漂
泊
民
、
被
差
別
民
等
の
研
究
は
、
堀
一
郎
・
佐
々

木
宏
幹
ら
宗
教
学
・
人
類
学
に
近
し
い
研
究
者
に
よ
る
論
著
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
、

女
性
史
・
部
落
史
・
地
方
史
等
、
民
衆
史
の
立
場
か
ら
の
芸
能
史
を
唱
え
た
林
屋
辰

三
郎
や
そ
の
門
弟
た
ち
の
研
究
に
よ
り
大
き
く
進
展
し
た

）
30
（

。
こ
の
十
年
で
は
、
近
世

史
の
立
場
か
ら
の
「
身
分
的
周
縁
」
の
関
心
よ
り
、
高
埜
利
彦
・
横
田
冬
彦
を
は
じ

め
と
す
る
研
究
者
に
よ
り
活
発
な
研
究
が
進
め
ら
れ
、
体
系
化
も
試
み
ら
れ
て
い

る
）
31
（

。

　

柳
田
・
折
口
の
関
心
・
研
究
を
よ
り
直
接
に
継
承
す
る
立
場
と
し
て
は
、
福
田
晃

ら
、
伝
承
文
学
を
標
榜
す
る
研
究
者
の
ほ
か
、
砂
川
博
・
兵
藤
裕
己
ら
の
研
究

）
32
（

、
特

に
職
能
・
芸
能
民
研
究
に
照
射
し
て
そ
の
可
能
性
を
探
求
し
た
赤
坂
憲
雄
の
研
究

）
33
（

な

ど
が
あ
る
。

　

民
俗
学
に
お
い
て
は
、
萩
原
龍
夫
、
桜
井
徳
太
郎

）
34
（

ら
民
間
信
仰
・
民
俗
宗
教
を
専

門
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
、
漂
泊
し
た
職

能
民
や
芸
能
民
に
つ
い
て
中
心
的
な
課
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

戦
後
、
県
、
市
町
村
の
自
治
体
誌
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
民
俗
調
査
団
が
編
成
さ

れ
、
独
立
し
た
民
俗
編
の
刊
行
も
通
常
の
こ
と
と
な
り
、
そ
の
多
く
に
民
俗
学
研
究

者
が
執
筆
、
編
纂
に
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
民
俗
編
に
、
去
来
す
る
（
し
た
）
職

能
民
や
そ
の
職
能
が
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。

　

列
島
全
域
に
お
い
て
急
速
に
都
市
化
が
進
ん
で
ゆ
く
中
で
、前
近
代
的
な
職
能
民
・

芸
能
民
が
姿
を
消
し
て
い
っ
た
こ
と
や
、
差
別
・
被
差
別
と
い
っ
た
殊
に
慎
重
を
求

め
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
こ
と
も
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
よ
り
も
柳
田

の
示
し
た
民
俗
学
の
方
向
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
柳
田
は
、
村
落
の
構
成
を
三

区
分
し
、「
住
民
の
大
部
分
を
占
め
」
る
の
は
「
極
く
普
通
の
百
姓
」
で
あ
る
「
常
民
」

で
、
こ
の
上
の
重お

も
だ
ち立

・
大
家
・
親
方
な
ど
「
い
ゝ
階
級
」、
及
び
下
の
階
級
で
あ
る
「
道
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心
坊
や
、
鍛
冶
屋
、
桶
屋
な
ど
」、
い
っ
と
き
「
村
に
住
ん
で
は
、
ま
た
他
に
移
つ

て
行
く
漂
泊
者
」
か
ら
な
る
と
考
え

）
35
（

（
昭
和
十
年
〈
一
九
三
五
〉）、
こ
の
中
の
常
民

こ
そ
が
民
俗
研
究
の
中
心
と
な
る
と
考
え
た
。
大
正
期
に
、
こ
こ
に
い
う
「
毛
坊
主

考
」
を
は
じ
め
と
し
て
熱
く
語
ら
れ
た
職
能
者
、
漂
泊
民
に
対
す
る
関
心
は
、
農
耕

民
へ
と
そ
の
比
重
を
移
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
明
治
末
期
よ
り
大
正
期
に
、
論
じ

ら
れ
た
先
住
民
族
と
考
え
た
「
山
人
」
に
対
す
る
関
心

）
36
（

の
希
薄
化
と
も
軌
を
一
に
す

る
変
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

❺
ヲ
コ
の
発
見
、民
俗
芸
能
研
究
の
可
能
性

　

折
口
も
、
伝
承
さ
れ
る
芸
能
に
お
け
る
遊
行
民
に
つ
い
て
の
役
割
の
重
要
性
を
説

い
て
い
る
が

）
37
（

、
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
民
俗
芸
能
研
究
に
つ
い
て
大
づ

か
み
に
見
れ
ば
、
彼
ら
の
身
分
や
存
在
の
社
会
的
特
質
に
つ
い
て
は
、
中
心
的
な
課

題
と
は
な
ら
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
先
に
見
た
本
田
安
次
の
分

類
に
お
い
て
は
、「
祝
福
芸
」
が
彼
ら
の
主
た
る
芸
能
と
な
る
が
、
第
一
の
一
群
「
神

楽
」
に
お
け
る
巫
女
神
楽
や
、「
風
流
」
に
お
け
る
念
仏
芸
、
外
来
脈
の
人
形
芝
居
、

等
）々
38
（

、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
彼
ら
の
何
ら
か
の
関
与
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
も
芸
能
の
歴
史
に
果
た
し
た
彼
ら
の
役
割
の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
る

が
、
し
か
し
な
が
ら
、
民
俗
芸
能
研
究
（
者
）
の
主
た
る
関
心
は
、
地
域
に
お
い
て

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
演
じ
ら
れ
る
芸
能
で
あ
っ
た
。
自
覚
的
で
あ
っ
た

か
否
か
は
検
討
を
要
す
る
が
、
基
本
的
に
は
柳
田
の
示
し
た
「
常
民
」
の
枠
組
み
に

お
け
る
伝
承
芸
能
の
研
究
が
、
民
俗
芸
能
研
究
の
主
流
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る

）
39
（

。

　

さ
て
、
芸
能
を
ミ
ク
ロ
に
分
析
、
検
討
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
声
や
音
を
含
む
身
体

表
現
の
問
題
が
避
け
ら
れ
な
い
。

　

柳
田
は
、
と
い
え
ば
『
日
本
の
祭
』
に
お
い
て
、
舞
踊
を
、
行
動
を
主
体
と
す
る

踊
り
と
、
歌
や
語
り
ご
と
を
主
体
と
す
る
舞
と
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
、
と
分
析
し

て
い
る
（「
神
幸
と
神
態
」）。
特
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
舞
の
方
で
、
神

を
招
き
、
神
霊
を
身
体
に
依
り
つ
け
る
「
わ
ざ
お
ぎ
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
能
の
物
狂
い
を
導
く
「
面
白
う
狂
う
て
見
せ
候
へ
」
と
い
っ
た
一
節
に

触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
こ
そ
、
す
な
わ
ち
憑
依
の
「
強
烈
な
る
印
象
」
こ
そ
が
、「
面

白
い
と
い
う
こ
と
」
の
根
源
で
あ
り
、「
祭
を
離
れ
て
存
続
し
ま
た
発
達
す
る
こ
と

に
な
っ
た
」
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

　
「
面
白
い
」
と
い
っ
た
、通
常
、受
け
手
側
の
個
々
人
の
感
性
や
知
性
に
委
ね
ら
れ
、

こ
れ
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
側
面
、
す
な
わ
ち
共
同
性
と
は
対
極
に

あ
る
と
通
常
考
え
ら
れ
る
芸
能
の
属
性
に
つ
い
て
、
信
仰
的
な
起
源
が
あ
る
こ
と
を

訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
天
の
岩
戸
の
前
で
憑
依
し
て

神
楽
を
舞
っ
た
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
神
話
で
、
こ
れ
を
見
た
八
百
万
の
神
々
が
大
き
く

ど
よ
め
き
笑
っ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
そ
の
舞
い
は
単
に
「
滑
稽
」
と
い
う
に
は

不
充
分
な
、
見
る
者
を
震
撼
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
よ
う
な
状
況
││
柳
田
の
い
う

「
強
烈
な
る
印
象
」││
が
現
出
し
、こ
れ
に
八
百
万
の
神
々
が
反
応
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

柳
田
の
考
察
は
、
ま
た
水
田
の
耕
作
の
模
様
を
模
擬
的
に
演
じ
る
田
植
祭
や
田
遊

び
に
も
及
び
、
こ
れ
も
神
を
招
く
「
わ
ざ
お
ぎ
」
な
の
で
あ
る
が
、「
此
の
わ
ざ
が

巧
み
に
な
り
、
又
を
か
し
み
が
添
へ
ば
添
ふ
ほ
ど
、
是
を
祭
の
式
か
ら
引
離
し
て
、

一
つ
の
遊
芸
と
し
て
鑑
賞
し
た
く
な
る
者
が
、
多
く
な
つ
て
来
る
」
の
だ
と
説
い
て

い
る
。

　

柳
田
の
、
お
か
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
、
滑
稽
に
対
す
る
関
心
は
、
さ
ら
に
展
開
し

て
、
バ
カ
へ
と
零
落
し
て
ゆ
く
ヲ
コ
の
根
源
と
系
譜
、
笑
い
・
滑
稽
か
ら
村
の
愚
か

者
や
ウ
ソ
つ
き
、ウ
ソ
話
の
問
題
等
々
を
論
じ
る
『
笑
の
本
願
』〔
昭
和
二
十
一
年
〈
一

九
四
六
〉〕、『
不
幸
な
る
芸
術

）
40
（

』〔
昭
和
二
十
八
年
〈
一
九
五
三
〉〕
と
い
っ
た
書
と
な
っ

て
結
実
す
る
。『
不
幸
な
る
芸
術
』
で
は
、
東
北
に
お
け
る
、
獅
子
舞
に
付
い
て
出

る
「
タ
ク
ラ
」
な
ど
、
祭
礼
に
出
る
道
化
役
の
こ
と
や
、
祭
り
に
お
け
る
囃
子
が
舞

い
手
を
狂
わ
せ
る
（
憑
依
さ
せ
る
）「
わ
ざ
お
ぎ
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

祭
り
に
お
け
る
道
化
役
と
い
え
ば
、
折
口
信
夫
の
、
い
わ
ゆ
る
「
も
ど
き
論
」
に
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も
通
じ
、
重
要
な
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

）
41
（

。
ま
た
、
芸
能
史
的
研
究
と
し
て

戦
後
の
郡
司
正
勝
の
研
究
や
、
平
成
期
の
阿
部
泰
郎
の
研
究
等
が
あ
る
が

）
42
（

、
こ
れ
ら

と
の
差
異
で
い
え
ば
、
柳
田
の
ヲ
コ
・
笑
い
論
は
、
そ
の
お
か
し
さ
の
内
容
や
、
愚

か
者
が
村
落
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
、
時
に
職
と
も
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
共
同
体
の

日
常
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
論
じ
た
点
、
大
き

く
評
価
さ
れ
よ
う

）
43
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
民
俗
芸
能
研
究
に
つ
い
て
論
じ
た
橋
本
裕
之
の
『
民
俗
芸
能

研
究
と
い
う
神
話
』〔
平
成
十
八
年
〈
二
〇
〇
六

）
44
（

〉〕
が
刊
行
さ
れ
た
。
柳
田
・
折
口

の
民
俗
学
草
創
期
以
来
の
民
俗
芸
能
研
究
の
軌
跡
、
民
俗
芸
能
と
い
う
領
域
が
画
定

さ
れ
る
過
程
と
、
戦
後
の
民
俗
芸
能
研
究
者
に
よ
る
諸
研
究
の
特
質
と
問
題
点
を
分

析
し
、
現
代
に
お
け
る
民
俗
芸
能
研
究
の
可
能
性
を
追
求
し
た
意
欲
的
な
論
著
で
あ

る
。
橋
本
は
、
民
俗
芸
能
の
側
よ
り
地
域
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
久
保
田
裕
道
の
試

み
）
45
（

等
を
評
価
し
つ
つ
、
民
俗
芸
能
研
究
の
二
大
潮
流
と
も
い
う
べ
き
民
俗
学
的
研
究

と
そ
の
技
芸
を
中
心
に
論
じ
る
美
学
的
研
究
と
を
統
合
す
る
た
め
に
、
三
隅
治
雄
の

い
う
「
抜
群
の
わ
ざ
」
を
持
っ
た
「
非
凡
人
の
非
凡
的
行
為

）
46
（

」
を
主
題
化
す
る
こ
と

を
提
唱
し
て
い
る
。
橋
本
は
、「
美
的
価
値
を
過
剰
に
突
出
さ
せ
る
個
の
領
域
」
に

あ
る
人
物
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
人
を
「
異
常
人
物
」
と
一
般
化
し
、
論
じ
る
こ

と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
〔
第
八
章
「「
民
俗
」
と
「
芸
能
」」〕。

　

三
隅
は
ま
た
「
芸
能
は
本
質
的
に
、
感
覚
が
支
配
す
る
現
象
で
あ
っ
て
、
生
存
維

持
の
条
件
と
し
て
は
民
俗
に
依
存
し
な
が
ら
も
、
潜
在
的
に
民
俗
と
の
離
反
を
心
掛

け
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
民
俗
」
と
離
反
し
て
、
技
芸
を
追

求
す
る
個
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
人
求
道
的
に
人
家
と
隔
絶
し
た
と
こ
ろ
で
演

じ
て
い
る
わ
け
で
も
、
踊
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
私
も
、
橋
本
の
い
う
「
異
常

人
物
」
に
注
目
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
が
、
そ
う
し
た
個
人
を
含
む
集
団
、
状
況
を

民
俗
と
し
て
捕
え
論
じ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

　

民
俗
芸
能
は
、
舞
台
と
客
席
と
が
截
然
と
区
切
ら
れ
た
ホ
ー
ル
や
劇
場
に
お
け
る

上
演
や
そ
の
放
映
・
放
送
な
ど
、
近
代
の
芸
能
に
限
り
な
く
近
づ
い
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
博
多
ど
ん
た
く
、
高
知
の
よ
さ
こ
い
、
青
森
ね
ぶ
た
等
々
、
近

世
の
都
市
祭
礼
の
系
譜
に
あ
る
各
地
の
祭
礼
が
、
高
層
の
ビ
ル
が
林
立
す
る
市
街
地

に
お
い
て
熱
狂
的
な
歌
舞
音
曲
を
繰
り
広
げ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
何
事
が
お
き
な

い
か
と
待
ち
望
む
人
々
、
い
わ
ゆ
る
「
期
待
族
」
の
人
々
が
少
な
か
ら
ず
訪
れ
る
。

集
団
の
中
に
、
集
団
を
逸
脱
し
よ
う
と
す
る
人
（
人
々
）、
ま
た
、
こ
れ
を
恐
れ
つ

つ
待
ち
望
む
人
々
が
お
り
、
一
方
に
こ
れ
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
（
主
に
主
催
者
側

の
）
人
々
、
さ
ら
に
は
所
狭
し
と
屋
台
を
た
ち
並
べ
る
露
天
商
の
人
々
が
い
て
、
こ

れ
ら
が
混
然
と
し
て
非
日
常
が
現
出
す
る

）
47
（

。

　

卓
抜
し
た
技
芸
を
有
し
て
、
群
を
抜
こ
う
と
す
る
個
人
の
ほ
か
、
反
社
会
的
な
行

為
を
行
う
人
々
、
逸
脱
し
て
、
扇
動
的
な
行
為
に
走
る
人
々
や
、
こ
れ
を
面
白
が
る

人
々
、
一
方
で
こ
れ
に
眉
を
ひ
そ
め
、
制
御
し
よ
う
と
す
る
良
識
の
人
々
、
こ
う
し

た
人
々
の
関
係
性
、
で
き
れ
ば
そ
の
平
生
、
日
常
に
ま
で
注
目
し
て
ゆ
く
こ
と
に
、

芸
能
・
祭
礼
を
継
続
さ
せ
て
い
る
要
因
を
発
見
し
、
民
俗
と
し
て
分
析
す
る
ひ
と
つ

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

祭
礼
・
芸
能
に
お
け
る
道
化
の
み
な
ら
ず
、
民
俗
の
社
会
に
お
け
る
「
愚
か
者
」

を
発
見
し
、
そ
の
役
割
を
高
く
評
価
し
た
柳
田
の
仕
事
は
、
芸
能
に
内
在
す
る
（
と

前
提
さ
れ
て
き
た
）
信
仰
的
側
面
と
そ
の
表
象
、
特
に
美
的
側
面
に
特
化
し
て
行
わ

れ
て
き
た
民
俗
芸
能
研
究
に
、
さ
ら
な
る
分
析
の
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
た
と
え
ば
、
社
会
学
や
都
市
論
で
は
尽
く
せ
な
い
、
民
俗
学
的
な
視
覚
に
よ

る
独
自
の
、
都
市
祭
礼
・
芸
能
の
分
析
の
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

柳
田
國
男
の
民
俗
芸
能
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
た
既
発
表
の
拙
論
に
「
柳
田
国
男
の
芸
能
研

究
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
特
集
「
折
口
信
夫
と
柳
田
國
男
」、平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

十
二
月
、
至
文
堂
』）
が
あ
る
。
本
稿
は
、
柳
田
國
男
の
民
俗
芸
能
研
究
の
学
史
的
な
意
義
に

つ
い
て
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　

以
下
、
民
俗
芸
能
が
〝
発
見
〞
さ
れ
、
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
ゆ
く
草
創
期
に
つ
い
て
は
拙
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論
「
本
田
安
次
の
方
法
と
思
想
」（
橋
本
裕
之
編
『
課
題
と
し
て
の
民
俗
芸
能
研
究
』
ひ
つ
じ

書
房
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
所
収
）、
参
照
。

（
3
）　

大
和
田
建
樹
編
、『
日
本
歌
謡
類
聚
』
上
・
下
巻
（
博
文
館
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
））、

前
田
林
外
選
『
日
本
民
謡
全
集
』
正
・
続
篇
（
本
郷
書
院 

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
））。

（
4
）　

長
野
隆
之
『
語
ら
れ
る
民
謡
』（
瑞
木
書
房
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
））。

（
5
）　

本
田
安
次
『
日
本
の
民
俗
芸
能
』
Ⅰ
「
神
楽
」、
Ⅱ
「
田
楽
・
風
流
」
一
、
Ⅲ
「
田
楽
・
風
流
」

二
、
Ⅳ
「
延
年
」、
Ⅴ
「
離
島
・
雑
纂
」（
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
〜
四
十
八
年
）、
新

井
恒
易
『
農
と
田
遊
び
の
研
究
』
上
・
下 

（
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
））、
西

角
井
正
慶
『
神
楽
研
究
』（
壬
生
書
院
、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
））、早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』（
岩

崎
美
術
社
、昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
））、牛
尾
三
千
夫
『
大
田
植
の
習
俗
と
田
植
歌
』、（
名

著
出
版
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
））、
等
。

（
6
）　

日
本
舞
踊
協
会
編
『
日
本
舞
踊
総
覧
』（
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
））。

（
7
）　

本
田
安
次
『
図
録
日
本
の
民
俗
芸
能
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
五
年
）
附
説
二
「
芸
能

の
定
義
」。

（
8
）　

林
屋
辰
三
郎
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』（
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
岩
波
書
店
）
序
説

「
芸
能
史
研
究
の
諸
前
提
」。

（
9
）　

高
野
辰
之
『
日
本
演
劇
史
』（
東
京
堂
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
））。

（
10
）　

河
竹
繁
俊
『
日
本
演
劇
全
史
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
））。

（
11
）　

本
田
安
次
「
鞭
打
た
ぬ
鞭
」『
演
劇
学
』
9
号
（
河
竹
繁
俊
先
生
追
悼
号
）、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
七
月
、
の
ち
本
田
著
『
日
本
の
祭
り
と
芸
能
』（
錦
正
社
、
昭
和
四
十
九
年
（
一

九
四
四
））
所
収
。

（
12
）　

山
路
興
造
『
日
本
民
俗
学
』（
弘
文
堂
、
昭
和
五
十
九
年
）。

（
13
）　

松
尾
前
掲
註
2
「
本
田
安
次
の
方
法
と
思
想
」。

（
14
）　

本
田
前
掲
註
5
『
図
録
日
本
の
民
俗
芸
能
』「
あ
と
が
き
」。

（
15
）　

山
本
信
良
・
今
野
敏
彦
『
大
正
・
昭
和
教
育
の
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
Ⅰ
）』（
新
泉
社
、

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
））
終
章
「
敬
神
崇
祖
と
学
校
行
事
」。

（
16
）　

永
田
衡
吉
「
民
俗
芸
能
の
保
護
と
問
題
点
」『
か
な
が
わ
の
民
俗
芸
能
』
創
刊
号
、
昭
和
四

十
四
年
（
一
九
六
九
）
十
二
月
。
の
ち
永
田
『
民
俗
芸
能
・
明
治
大
正
昭
和
』（
錦
正
社
、
昭

和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））「
回
想
の
「
民
俗
芸
術
」」
所
収
。

（
17
）　

野
村
純
一
・
三
浦
佑
之
・
宮
田
登
・
吉
川
祐
子
編
『
柳
田
國
男
事
典
』（
勉
誠
出
版
、
平
成

十
年
（
一
九
九
八
））。

（
18
）　

吉
越
笑
子
「
芸
能
研
究
と
柳
田
國
男
」（
鎌
田
久
子
古
稀
記
念
論
集
編
纂
委
員
会
編
『
民
俗

的
世
界
の
探
求
│
か
み
・
ほ
と
け
・
む
ら
│
』
慶
友
社
、
平
成
八
年
）。

（
19
）　

柳
田
國
男
『
日
本
の
祭
』（
弘
文
堂
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
））。

（
20
）　

守
屋
毅
『
中
世
芸
能
の
幻
像
』（
淡
交
社
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
））。

（
21
）　

福
原
敏
男
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
））。

（
22
）　

植
木
行
宣
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
│
風
流
の
開
花
│
』（
白
水
社
、平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
））。

（
23
）　

折
口
信
夫
『
日
本
芸
能
史
六
講
』（
初
出
、
三
教
書
院
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）。『
折

口
信
夫
全
集
』
十
八
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
一
年
、
所
収
）。
本
稿
に
お
け
る
引
用
の

文
章
は
全
集
に
よ
る
。

（
24
）　

な
お
、
折
口
信
夫
の
棧
敷
論
は
、
そ
の
後
、
歴
史
学
者
林
屋
辰
三
郎
に
よ
っ
て
批
判
的
に
検

証
さ
れ
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
民
俗
芸
能
の
舞
台
の
諸
事
例
に
注
目
し
、
集
積
し
た
論
著
と
し

て
は
、
竹
内
芳
太
郎
『
野
の
舞
台
』（
ド
メ
ス
出
版
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
））
が
注
目

さ
れ
る
。

（
25
）　

倉
林
正
次
『
饗
宴
の
研
究
』「
儀
礼
篇
」「
文
学
篇
」（
桜
楓
社
、
儀
礼
篇
・
昭
和
四
十
年
（
一

九
六
五
）、
文
学
篇
・
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
））。

（
26
）　

柳
田
國
男
『
後
狩
詞
記
』（
初
版
私
家
版
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）、
復
刊
実
業
之
日

本
社
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
））。

（
27
）　

な
お
、
野
本
寛
一
は
、
本
民
家
は
中
瀬
家
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
文
庫
版
全
集
（
筑

摩
書
房
）
第
五
巻
、
巻
末
の
野
本
の
解
説
）。

（
28
）　

柳
田
國
男
「
妹
の
力
」（『
民
族
』
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
三
月
）、「
巫
女
考
」（『
郷
土
研

究
』
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
〜
三
年
二
月
）、「
毛
坊
主
考
」（『
郷
土
研
究
』
大
正
二
年

三
月
〜
三
年
二
月
）、「
俗
聖
沿
革
史
」（『
中
央
仏
教
』
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
一
月
〜
五
月
）、

（
29
）　

喜
田
貞
吉
（「
つ
る
め
そ
（
犬
神
人
）
考
」『
社
会
史
研
究
』
九
巻
四
号
〜
六
号
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）、等
）、中
山
太
郎 （『
日
本
巫
女
史
』
大
岡
山
書
店
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、

『
日
本
盲
人
史
』
成
光
館
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
等
）。

（
30
）　

堀
一
郎
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
』（
創
元
社
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
））・
佐
々

木
宏
幹
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
人
類
学
』（
弘
文
堂
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
））。
林
屋

辰
三
郎
前
掲
註
8
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
序
説
「
芸
能
史
研
究
の
諸
前
提
」。

（
31
）　

高
埜
利
彦
・
横
田
冬
彦
他
編
『
近
世
の
身
分
的
周
縁
』
全
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七

年
）
等
。

（
32
）　

砂
川
博
『
平
家
物
語
の
形
成
と
琵
琶
法
師
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
））、

兵
藤
裕
己
『
語
り
物
序
説
』（
有
精
堂
出
版
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
））、
兵
藤
『
平
家
物

語
の
歴
史
と
芸
能
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
））
等
。

（
33
）　

赤
坂
憲
雄
『
漂
泊
の
精
神
史
│
柳
田
国
男
の
発
生
』（
小
学
館
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
））。

（
34
）　

萩
原
龍
夫
『
巫
女
と
仏
教
史　

熊
野
比
丘
尼
の
使
命
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館 

、
昭
和
五
十

八
年（
一
九
八
三
））、桜
井
徳
太
郎『
沖
縄
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム　

民
間
巫
女
の
生
態
と
機
能
』（
弘

文
堂
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））。

（
35
）　

柳
田
國
男
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（
刀
江
書
院
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
））。

（
36
）　

柳
田
國
男
『
山
の
人
生
』（
郷
土
研
究
社
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
））。

（
37
）　

折
口
信
夫
『
無
頼
の
徒
の
芸
術
』（『
水
甕
』
二
十
三
巻
六
号
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

六
月
、『
全
集
』
三
巻
、
所
収
） 

等
。
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（
38
）　

本
田
安
次
『
図
録
日
本
の
民
俗
芸
能
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
））。

（
39
）　

し
か
し
な
が
ら
、た
と
え
ば
小
沢
昭
一
『
日
本
の
放
浪
芸
』（
角
川
書
店
、昭
和
五
十
七
年
（
一

九
八
二
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
会
や
大
学
で
の
研
究
の
外
で
、
漂
泊
・
大
衆
芸
に
対
す
る

社
会
的
な
関
心
は
大
き
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

（
40
）　

柳
田
國
男
『
笑
の
本
願
』（
養
徳
社
、昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
））、『
不
幸
な
る
芸
術
』（
筑

摩
書
房
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
））。

（
41
）　

折
口
信
夫
「
翁
の
発
生
」（『
民
俗
芸
術
』
第
一
巻
一
号
、
三
号
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

一
月
・
三
月
、
全
集
二
巻
所
収
）。

（
42
）　

郡
司
正
勝
『
か
ぶ
き
│
様
式
と
伝
承
│
』（
寧
楽
書
房
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
））
第

二
編
、
か
ぶ
き
の
成
立
「
猿
若
の
研
究
」、
阿
部
泰
郎
『
聖
者
の
推
参 

中
世
の
声
と
ヲ
コ
な
る

も
の
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
43
）　

な
お
、
共
同
体
の
側
よ
り
道
化
や
愚
か
者
に
つ
い
て
論
じ
た
論
著
に
、
山
口
昌
男
の
ト
リ
ッ

ク
ス
タ
ー
論
が
あ
る
が
（『
道
化
の
民
俗
学
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
））、
極

め
て
抽
象
的
、
思
弁
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
44
）　

橋
本
裕
之
『
民
俗
芸
能
研
究
と
い
う
神
話
』（
森
話
社
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
））。

（
45
）　

久
保
田
裕
道
「
山
伏
神
楽
の
芸
能
伝
承
と
民
俗
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
一
五
号
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
五
月
）
他
。

（
46
）　

三
隅
治
雄
「
民
俗
芸
能
と
芸
能
研
究
」（『
芸
能
』
三
十
一
巻
四
号
、平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

四
月
）。

（
47
）　

近
現
代
の
、
こ
う
し
た
都
市
祭
礼
の
集
団
の
熱
狂
性
や
（
反
）
社
会
性
に
つ
い
て
は
、
松
尾
、

日
本
の
民
俗
9
巻
『
祭
り
の
快
楽
』（
共
著
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、「
祭
り
と
表
象
」

参
照
。

 

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

 

（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）
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In current academia, Yanagita is considered to be negative about entertainment as a material of tradition, or 

the study on folk entertainment.

From the end of Taisho to the beginning of Showa (around 1930), entertainment such as singing, dancing, 

performing a play, etc. or so-called folk entertainment handed down in today’s regions came to the forefront as 

subjects of folklore studies. At the beginning, Kunio Yanagita also became involved in the subject, and had interest 

and expectations in entertainment as a folkloric material and its study.

Before and after the war, studies on folk entertainment were deepened and developed more rapidly by 

researchers including Yasuji Honda. Such studies came mostly under the influence of theater studies (theories), 

and apparently did not respond exactly to the expectations of Yanagita.

As for the works on the folk entertainment of Yanagita, there are “Nihon-no-matsuri” (1942 (Showa 17)), which 

analyzes the role and the function of entertainment in religious services, and “Imo-no-chikara,” “Miko-ko,” 

“Kebozu-ko,” “Zoku-hijiri-enkakushi,” etc. which draw attention to religious persons and entertainers in the private 

sector, which shows that he produced many important works also in the study of entertainment.

This article clarifies the characteristics of those studies on entertainment by Yanagita by comparing them with 

the work of Shinobu Orikuchi, who also left important works in the study of folk entertainment in the same 

period, and also investigates the possibility of the study by the folkloric method in the studies of entertainment in 

the currently urbanized private sector.

Key words: Kunio Yanagita, folk entertainment, Shinobu Orikuchi, festival and entertainment, festival, clown

Kunio Yanagita and Study on Entertainment; Study on Entertainment by Kunio Yanagita
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